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横領発覚　決算関係資料提出されず 令和７年度一般会計決算 賛成者ゼロ、認定ならず

令
和
８
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
補
正
予
算
４
件
、
決
算
の
認
定
６
件
、
利
益
剰
余
金
の
処
分
２
件
、
契
約
２
件
、
人
事
１
件
、
報
告
２
件
、
請
願
１
件
、
発
議
２
件
、
３
月
議
会
に

上
程
さ
れ
た
発
議
の
撤
回
１
件
合
わ
せ
て
22
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
議
員
13
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
一
致
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
決
算
審
査
は
、
予
算
執
行
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
り
、
不
認
定
で
あ
っ
て
も
決
算
の
効
力
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

堀
江

快
治

議
員

本
町
は
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
名
誉
な
状
態
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
町
行
政
の
責
任
で
あ
る
。

本
決
算
は
、
要
綱
に
よ
る
第
三
者
調
査
委
員

会
の
設
置
や
決
算
審
議
が
出
来
な
か
っ
た
案

件
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
問
題
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
条
例
改
正
前
に
川
中
区
の
基
本
設
計
を

実
施
し
た
こ
と
は
、
貴
重
な
税
金
の
使
途
に

大
き
な
問
題
が
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

長
瀬

衛

議
員

学
校
統
廃
合
計
画
に
民
意
は
同
意
し
て
い

な
い
。
特
に
川
角
中
区
の
保
護
者
は
施
設
一

体
型
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
統
廃
合
で
学
力
が

向
上
し
、
不
登
校
や
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が
無
く

な
る
と
は
根
拠
の
な
い
俗
説
に
過
ぎ
な
い
。

町
長
が
「
前
教
育
長
が
決
め
た
」
と
責
任
転

嫁
し
て
い
る
計
画
で
は
町
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い
。
観
光
協
会
が
告
発
を
決
め
た
職
員

不
祥
事
事
件
の
任
命
責
任
を
問
う
。

佐
藤

秀
樹

議
員

監
査
意
見
書
で
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
幾

つ
か
の
管
理
体
制
の
甘
さ
が
露
呈
さ
れ
た
事

や
、
町
が
関
係
す
る
団
体
の
決
算
審
査
を
行

う
事
が
未
だ
出
来
な
い
事
案
が
発
生
し
て
い

る
中
、
そ
の
事
業
へ
の
公
金
支
出
が
適
正
だ

っ
た
と
判
断
が
出
来
な
い
。
行
政
運
営
の
根

底
に
問
題
が
あ
る
と
捉
え
、
責
任
の
明
確
化
、

組
織
管
理
体
制
の
徹
底
を
図
る
事
を
強
く
望

み
、
本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

一
般
会
計
決
算
に
反
対
し
ま
し
た
（
討
論
）

詳
細
は
こ
ち
ら

決算決算歳算歳出総総額12929億9億5億5,366万6万円

小
野

浩

議
員

「
病
院
に
行
き
た
い
が
お
金
に
ゆ
と
り
が

な
い
か
ら
我
慢
し
て
い
る
。」「
国
保
の
税
金

が
高
い
」
と
い
う
町
民
の
声
を
聴
く
。
一
方

で
「
国
保
逃
れ
」
を
し
て
い
る
者
が
一
万
人

以
上
い
る
と
厚
労
省
が
発
表
し
た
。
町
当
局

の
行
政
努
力
は
大
い
に
認
め
る
が
、
国
の
予

算
で
、
も
っ
と
地
方
自
治
体
へ
の
補
助
を
強

化
せ
よ
と
い
う
強
い
思
い
を
込
め
て
本
決
算

案
に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
決
算
に
反
対
し
ま
し
た（
討
論
）

詳
細
は
こ
ち
ら

特別会計等の決算 ※1万円未満切り捨て 歳　入 歳入歳出差引額歳　出

国民健康保険特別会計 37億8,575万円 36億6,389万円 1億2,186万円

水道事業会計 収益的収支 8億2,951万円 7億 150万円 1億2,801万円

資本的収支 7,390万円 3億7,779万円 ▲3億 389万円

農業集落排排水
事業特別会計

収益的収支 4,687万円 3,682万円 1,005万円

資本的収支 1,549万円 1,548万円 1万円

介護保険特別会計 34億8,381万円 33億3,322万円 1億5,059万円

後期高齢者医療特別会計 6億3,427万円 6億2,755万円 671万円

令和７年度主要事業

職員の不祥事に関連して一部の関係団体で内部監査が行われておらず、実績報告や決算関係資料が
提出されない事案が明らかとなった。

前代未聞の事態　議会は再発防止を町に求めた

町職員の不祥事及び懲戒処分

　被処分者は、令和３年度から令和７年度まで、毛呂山町観光協会へ派遣されており、事務局長と
して勤務していた。その間、桂木ゆずクラスター協議会の補助金約86万円を私的に流用し着服した。
町は、被処分者に対し懲戒免職処分とするとともに、業務上横領罪に該当するものとし、西入間警
察署に被害届を提出し、損害賠償請求手続きを進めている。また、観光協会にてガソリン代など約
187万円の小口現金の使途不明金の発覚や時間外手当の不正受給498万円など、町と観光協会合わせ
て約800万円にも及ぶ不祥事が発覚した。

事案の概要（町の公式発表を要約）詳細は→

※万円未満切り捨て

職員の不祥事に係る早期報告及び再発防止を求める決議

　地方自治法第233条第３項の規定に基づき、毛呂山町長から提出された令和７年度毛呂山町一般
会計歳入歳出決算について、町議会は審査を行いました。
　審査の結果、町職員による不祥事の影響により、決算の適正性及び認定の可否を判断するために
必要な財務上の事実について、議会が十分に確認できない状況が認められました。
　よって、毛呂山町議会は、町に対し次の事項を求める。

記
１　不祥事の発生原因を、内部統制、公金管理、職務分掌、相互牽制及び管理監督体制等の観点か
ら検証し、再発防止と適正な会計処理のための体制を整備すること。

２　当該不認定を踏まえて必要と認める措置を講ずるとともに、当該措置の内容を議会に報告する
こと。

提出者　下田　泰章

（一部抜粋）

Ｒ７年度　ふるさと納税寄附額　ランキングTOP３

1位 ゴルフ場利用券 2,069万円

2位 ＰＥＴ－ＣＴ（人間ドック） 180万円

3位 果実のささやき（酒） 146万円

総数219品目　寄附総額4,575万円

毛呂山町コミュニティババス運行運行経行経費経費補費補償補償金償金　4,74741万円
企業誘致促進条例奨励金 企企業業誘致誘致促致促進促進条進条例条例例奨奨励金励金 1億2,947万2,947万1億2億2,94947477万円
毛呂山町定住促進補助金 毛呂山町町定住定住促住促進促進補進補補助金助金 2,190万2,190万0万円
住宅用防犯対策補助金 住宅住宅用宅用防犯防犯対犯対対策補策補補助金助金 199199万円199万9万円
工会シールラリー補助金 商商工会工会シールラリー補ー補補助金助金 150万円150万0万円

ずクラスター協議会補助金 30木ゆず桂木山町桂山毛呂山町桂木ゆずクラスター協議会補助金 30万円議会補会補助金 30万円毛呂毛呂山町桂木ゆずクラスタ 協議会補助助金 30毛呂山町桂町桂木桂木ゆずクずクラスター協協議会議会補会補補助金助金 30万0万円

東武越生線第55号踏切道拡幅改良事業負担金　531万円東武越生線第55号踏切道拡幅改良事業負担金　531万武越生線第 号踏切道拡幅改良事業東東武武越生越生生線線第5第5555号5号号踏切踏切道切道拡道拡幅拡幅改幅改改良事良事業事業負業負負担担金　531万円
角駅周辺地区整備事業用地購入費 7,966万角駅周辺地区整備事業用地購入費 7,966万円角駅周辺地区整備事業用地購入費 7,966万円川角駅周駅周辺地辺地地区区整備整備備事業事業用業用地地購入購入入費 7,966万6万円
営住宅長寿命化計画策定業務委託料 341万町営住宅長寿命化計画策定業務委託料 341万円営住宅長寿命化計画策定業務委託料 341万円委町町営住営住宅住宅宅長長寿命寿命化命化化計計画策画策定策定業定業務業務務委委託料託料 341万円
災害用トイレトラック 災災害用災害用トイ災害用災害災害用害用トイレトラック 21万62 万円万円2,62621万円

て応援手当 物価高対応子育て応援手当高 応援育て対応子育て応子育応子物価高対応子育て応援手物価物価価高対高対対応子応子育子育て応援応援手援手手当 6,414万6,414万円6,4146,414万4万円
法投棄防止パトロール業務委託料 202万不法不法投棄防止パトロール業務委託料 202万法投棄防止パトロ ル業務委託料 20不法不法投法投投棄棄防止防止パ止パトロールル業務業務務委委託料託料 202万2万円

空家等解体事業補助金 空空家等家等解等解体解体体事業事業補業補補助金助金 303万303万303303万3万円
予防接種委託料 予防接防接種接種委種委委託料託料 7,041万万7,041万07,041万円
毛呂山町立中学校修学旅行費補助金 1,370万円毛呂山町立町立中学校学校修校修学修学旅学旅行旅行行費補費補補助金助金 1,370万0万円
小中一貫校整備事業調査設計等業務委託料　2,728万円小中一貫一貫校貫校校整備整備備事業事業業調査調査査設設計計等業等業務業務務委委託料託料　2,72728万8万円
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荒木かおる 議員
小学校費修繕料
決算額 408万円

問 川角小学校の外の時計が
９時３０分のまま。教育現場
として有り得ないこと。直
せない理由は。

答 設置は昭和５６年で、メー
カーに問い合わせたが部品
が無く、針を取るしかない
とのこと。近々針を取り時
計自体をなくす方向で考え
ている。

※ 議長および監査委員は会則により発言していません ※ 万円未満切り捨て

資料に基づいてその行政効果や経済効果を測定し、住民に代わって評価するものです。

予算決算常任委員会の主な質疑
決算委員会は、議会が決定した予算が適正に執行されたかどうかを審査するとともに、各種

716項目の
質疑あり�ずばり、ココが聞きたい�

堀江 快治 議員
第三者調査委員会調査委託料

決算額 105万円

佐藤 秀樹 議員
農産物加工センター費
決算額 248万円

問 町は農業委員の任命過程
を審議している１００条委員
会の審議結果が出ていない
中で、条例ではなく、要綱
による第三者調査委員会を
設置し予備費を支出した。
このことは議会制民主主義
の中で到底理解できない。
町の見識を伺う。

答 客観的な判断を求めたもの。

問 農産物加工センターは以
前から運営の改善を求む質
疑が出ている中、毎年変わ
らない報告を受けている。
いい加減使用のあり方を検
討した方がいい。今後どの
ように進めていくのか。

答 利用率も下がっているの
で、土地購入も含めて観光
協会を交えて検討している。

小峰 明雄 議員
小中学校給食費無償化事業

決算額 9,850万円

問 小中学校給食費無償化事
業の成果は。

答 子育て世帯等の経済的な
支援が図られた。

問 特別支援学校の給食費に
ついてはどうか。

答 特別支援学校の児童生徒
の保護者に対し、給食費相
当額を給付することで保護
者の負担軽減が図られた。

千葉三津子 議員
産後ケア事業業務委託料

決算額 126万円

問 ６年度の宿泊施設は、１
ヶ所だったが、７年度は。

答 坂戸市清水産婦人科他４
ヶ所増やし、計６ヶ所にな
り、延べ宿泊数や通所数も
増え使用しやすくなった。

問 地元の毛呂山町には宿泊
施設は設けられないのか。

答 町には産婦人科医院が無
く現況では設けられない。

岡野 勉 議員
朝ごはん体験教室
決算額 1万円

問 新聞報道だが、ひとり親
家庭の夏休み中の食事回数
が一日２食以下が３６．９％に
及ぶと言う。本町に調査デ
ータは無いと思うが実態は。

答 教育委員会としては実態
は把握していない。

意見 実態を把握し、町として
子ども食堂等の対策をして
ほしい。

長瀬 衛 議員
環境保全審議会委員報酬

決算額 5万円

問 西戸地内に産業廃棄物が
適正処理されず長年山積み
されているのは問題。環境
保全条例第４７条等の管理不
良状態ではないか。土地の
管理は誰か。環境保全審議
会の議題になっていないか。

答 産業廃棄物処理の所管は
埼玉県で、土地の管理は所
有者である。

澤田 巌 議員
緊急通報システム委託料

決算額 163万円

問 高齢化率と独居世帯率が
高い本町、緊急通報システ
ムの設置状況の変化は。

答 随時導入を受付中、現在
は１４７人が利用している。

問 このシステムにより身内
の命が救われた。町民周知
が必要だと思うが。

答 ケアマネへの紹介、町広報
紙等で周知強化をしていく。

小野 浩 議員
学力向上支援員配置事業

決算額 518万円

問 配置した結果、効果は。
答 小学校に計２人の学力向
上支援員を配置し、児童一
人ひとりにきめ細かい指導
をほどこした。

意見 支援員を増やすと学力が
向上していくと思う。ぜひ
予算を増やしてほしい。新
しい校舎より、先生を増や
すことがとても重要である。

中村 奨平 議員
まちづくり活用補助金
決算額 319万円

問 創成舎の外注費が昨年度
に比べて３００万円程増加し
ているが要因は。

答 把握していない。
意見 赤字の中、経費が増加し
ているにも関わらず把握し
ていないのはおかしい。今
期も同等の赤字であれば債
務超過に陥る可能性がある。
しっかりと管理をすべき。

佐島 啓晋 議員
毛呂山町コミュニティバス運行経費補償金

決算額 4,741万円

問 鎌北湖方面のゆず号は、
めじろ号の利用数の４２．８％。
デマンド化にした方が住民
サービス向上になるのでは。

答 令和７年４月１日から５
台編成になったばかりであ
る。デマンド化の要求があ
るのは承知している。今後
地域公共交通活性化協議会
等で鋭意検討したい。

下田 泰章 議員
小中学生英語検定受験料補助金

決算額 52万円

問 英検補助の利用者が少な
い。補助制度だけでなく、
低学年から英語に親しみ学
びたい、受験したいと思え
る授業の充実を優先すべき
ではないか。

答 小中一貫教育と併せ、低
学年から中学校までの英語
教育を検討する。
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９月議会ではこんなことが決まりました

賛
成
討
論

岡
野

勉

議
員

当
意
見
書
は
建
設
資
材
供
給
不
安
の

解
消
及
び
中
小
建
設
事
業
者
へ
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書
で
あ
る
。
中
東
情
勢

の
緊
迫
化
の
中
で
緊
急
融
資
や
助
成
制

度
、
雇
用
維
持
の
た
め
に
意
見
書
の
尊

重
を
強
く
求
め
賛
成
す
る
。

提
出
理
由

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う
原
油
価
格
の

高
止
ま
り
に
よ
り
、
資
材
供
給
の
不
安
定

化
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
規
受
注

の
抑
制
や
停
止
や
雇
用
へ
の
影
響
が
出
て

お
り
、
国
に
よ
る
支
援
の
必
要
が
あ
る
た

め
。

Q
定
住
促
進
補
助
金
を
１
千
万
円
増

額
し
た
理
由
。

A
当
初
予
算
は
８
０
０
万
円
で
あ

っ
た
が
、
更
に
７
件
が
待
機
中

で
あ
り
、
16
件
が
相
談
中
の
た

め
。

Q
増
額
さ
れ
た
際
は
基
金
を
取
り
崩

し
て
捻
出
す
る
の
か
。

A
社
会
保
障
費
は
最
も
重
要
視
し
て

い
る
。
第
６
次
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
い
て
、
財
源
捻
出
に
は
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Q
不
妊
治
療
費
の
増
額
は
見
込
み

分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

A
含
ま
れ
て
い
る
。
相
談
中
を
含

め
９
件
分
の
追
加
を
し
た
。

Q
財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
見
通

し
は
。

A
補
正
で
１
億
６
千
万
円
が
増
額

さ
れ
る
と
合
計
約
14
億
円
に
な

る
。
災
害
対
策
を
万
全
に
期
す

た
め
に
今
後
も
力
を
入
れ
て
い

く
。

主
な
事
業

〇
定
住
促
進
補
助
金

１
千
万
円

〇
町
内
全
般
道
路
修
繕
工
事

６
０
０
万
円

〇
福
祉
会
館
変
圧
器
更
新
工
事４

９
８
万
円

〇
総
合
公
園
体
育
館
受
水
槽
更
新
工
事

２
２
７
７
万
円

〇
子
ど
も
・
子
育
て
ゆ
め
基
金
費３

千
万
円

〇
小
中
一
貫
校
施
設
整
備
基
金
費５

千
万
円

〇
財
政
調
整
基
金
費

１
億
６
千
万
円

Q
角
木
団
地
か
ら
の
車
は
出
に
く

く
な
る
の
で
は
。

A
現
在
は
一
時
停
止
で
あ
る
。
通

過
車
両
へ
の
注
意
喚
起
は
、
取

付
け
道
路
工
事
の
方
で
で
き
る

限
り
検
討
し
て
い
く
。

Q
工
事
に
よ
っ
て
歩
道
の
部
分
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

A
歩
道
と
車
道
を
分
離
す
る
工
事

を
行
う
。
歩
道
は
２
メ
ー
ト
ル

を
確
保
。

金
額

２
億
２
１
８
７
万
円

工
期

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

主
な
質
疑

１

原
油
・
ナ
フ
サ
関
連
製
品
等
に
つ
い
て
、

流
通
経
路
全
体
の
実
態
把
握
を
行
い
、
供
給

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
。

２

供
給
不
足
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
、
緊
急

な
融
資
や
助
成
制
度
の
整
備
な
ど
、
事
業
継

続
や
雇
用
維
持
の
た
め
の
支
援
を
拡
充
す
る

こ
と
。 建

設
資
材
供
給
不
安
の
解
消
並
び
に

中
小
建
設
業
者
へ
の
支
援
を
求
め
る

意
見
書　

提
出
者　

小
野　

浩

Q
何
故
こ
の
時
期
に
、
後
期
高
齢
者

医
療
療
養
費
負
担
金
、
約
７
５
０

万
円
を
追
加
し
た
の
か
。
ま
た
更

に
増
額
さ
れ
る
の
か
。

A
医
療
療
養
費
の
上
振
れ
が
あ
り
、

増
額
し
た
。
今
後
も
増
加
の
可
能

性
あ
り
。

Q
小
中
一
貫
教
育
施
設
整
備
費
基

金
が
５
千
万
円
増
額
さ
れ
た
理

由
は
。

A
補
正
後
、
約
２
億
６
千
万
円
と

な
る
。
毛
呂
山
小
学
校
大
規
模

改
修
工
事
な
ど
に
充
当
す
る
予

定
で
あ
り
、
機
材
な
ど
の
物
価

高
騰
や
人
件
費
高
騰
に
対
応
す

べ
く
、
今
後
も
増
や
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

Q
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
総
合
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
何
故
整
地
す
る

の
か
。

A
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
デ
コ
ボ
コ
で
あ

り
、
開
設
以
来
整
地
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
早
く
整
地
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
た
め
。

一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
６
４
３
４
万
円
を
追
加

主
な
質
疑

東
武
越
生
線
第
55
号
踏
切

道
拡
幅
決
定

討
論
の
詳
細
は
こ
ち
ら

ついに相互通行が可能となる

可　決

否　決

可　決
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泉野小学校跡地利用
自治会補助金の見直し 佐島　啓晋

災害対策
教育・子育て環境の充実
自然環境の保全
道路行政 小峰　明雄

障害者雇用
熱中症対策
花蓮の現状と今後の対応 千葉三津子

防災対策の強化・充実
書かない窓口 荒木かおる

超高齢社会における今後の自治会運営
学校統廃合 佐藤　秀樹

自治体が自ら稼ぐ
少子化対策 中村　奨平

小・中学校編成計画 長瀬　　衛

学校統廃合 岡野　　勉

学校統廃合
デマンドタクシー
地震災害等の対策 小野　　浩

町の空き家の現況
消費税減税による町政運営への影響は
 髙橋　達夫

ふるさと納税寄付額増加
特殊詐欺被害防止策 澤田　　巌

流鏑馬祭の継承に向けた新たな支援策
 下田　泰章

町を取巻く諸課題
学校統廃合問題 堀江　快治

※一般質問の本文は、主な質問と答弁を本人が編集しています。
　文字数の関係上、簡略化しています。詳細はYouTubeへ。

一般質問 町政を問う！
～13名が登壇～

問

通
電
火
災
の
予
防
が
期
待
さ
れ

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
補
助
金

と
住
民
へ
の
周
知
、
ご
見
解
は
。

答

住
民
の
負
担
軽
減
し
、
更
な
る

設
置
促
進
に
つ
な
が
る
有
効
な
施
策
。

問

連
続
１
２
４
回
目
の
一
般
質
問
。

東
京
都
の
小
学
校
で
火
災
発
生
に
て

児
童
ら
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
が
、
学

校
施
設
の
安
全
点
検
・
避
難
訓
練
は
。

答

緊
急
査
察
に
よ
る
指
摘
事
項
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

問

小
学
校
費
・
中
学
校
費
の
当
初

予
算
編
成
に
は
、
学
校
現
場
の
要
望

を
取
り
入
れ
た
予
算
編
成
は
重
要
。

答

丁
寧
に
精
査
し
実
情
に
即
し
た

効
果
的
な
予
算
配
分
に
努
め
て
い
る
。

問

小
学
校
で
初
め
て
実
施
し
た
、

Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
、
ご
所
見
は
。

答

学
級
へ
の
対
応
状
況
や
人
間
関

係
等
を
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
た
。

問

ネ
ウ
ボ
ラ
の
理
念
を
取
り
入
れ

た
伴
走
型
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答

地
区
担
当
の
保
健
師
・
助
産
師

が
母
子
手
帳
の
交
付
時
か
ら
支
援
。

問

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害

対
策
の
予
算
執
行
状
況
は
。

答

成
虫
拡
散
防
止
ネ
ッ
ト
等
を
貸

し
出
し
執
行
率
は
約
８９
％
で
あ
る
。

問

チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ

モ
の
被
害
対
策
と
住
民
へ
の
周
知
は
。

答

通
報
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

よ
り
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

問

小
田
谷
地
内
の
町
道
第
７

０
３
８
号
路
線
・
第
７
０
４
３

号
路
線
の
袋
状
道
路
の
解
消
は
。

答

一
体
的
に
検
討
し
た
い
。

問

小
田
谷
地
内
の
町
道
第
７

０
３
６
号
路
線
先
の
私
有
地
が

道
路
と
し
て
利
用
、
解
消
は
。

答

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問

毛
呂
本
郷
地
内
の
町
道
第

７
０
０
９
号
路
線
の
整
備
は
。

答

必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
。

問

阿
諏
訪
地
内
の
町
道
第
７

２
４
０
号
路
線
の
側
溝
整
備
は
。

答

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

問

道
路
の
越
境
竹
木
対
策
は
。

答

広
報
等
で
周
知
を
継
続
。

感震ブレーカーの設置等の普及啓発を切望する

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
補
助
金
は

答

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

小峰 明雄
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問

令
和
８
年
２
月
議
会
に
お
い
て

泉
野
小
学
校
の
廃
校
が
決
ま
っ
た
。

そ
の
跡
地
に
山
根
荘
を
移
転
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
が
多
い
。

答

令
和
７
年
度
に
お
け
る
山
根
荘

の
延
べ
利
用
者
数
は
１
万
９
２
８
人

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
３
年
間
の
利

用
者
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
近
年
で
は
、
利
用
者
の
減
少
や

設
備
の
老
朽
化
を
理
由
と
し
て
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
規
模
縮
小
、
あ

る
い
は
廃
止
す
る
自
治
体
も
全
国
的

に
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
山
根

荘
が
担
う
通
い
の
場
、
活
動
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
は
、
地
域

に
と
っ
て
不
可
欠
な
社
会
資
源
で
あ

る
と
捉
え
る
。
こ
う
し
た
中
、
町
で

は
令
和
５
年
７
月
か
ら
職
員
で
構
成

す
る
学
校
施
設
利
活
用
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の
通
い
の
場
、

子
ど
も
の
支
援
と
い
っ
た
多
世
代
が

利
用
で
き
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
活
用
な
ど
、
跡
地
利
用
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

実
現
に
向
け
た
課
題
等
の
整
理
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
山
根
荘
の
将
来

的
な
あ
り
方
や
学
校
施
設
の
跡
地
利

用
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
町
の
財
政

状
態
や
持
続
可
能
な
施
設
運
営
体
制

な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
、
関
係
各
課

と
連
携
し
な
が
ら
慎
重
か
つ
多
角
的

に
進
め
て
い
く
。

自
治
会
の
補
助
金
の
見
直
し

問

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
な
く

な
り
、
自
治
会
活
動
が
少
し
ず

つ
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
役
員
等
の
定
数
を
増
や
し

た
い
が
役
員
手
当
が
捻
出
で
き

な
い
。
各
自
治
体
に
一
律
１０
万

円
程
度
の
補
助
金
が
必
要
で
あ

る
。

答

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、

区
運
営
費
補
助
金
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
補
助
金
を
通

じ
て
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
継
続

的
な
支
出
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。

問

学
校
統
廃
合
問
題
は
１３
年
前
か

ら
紆
余
曲
折
を
経
て
き
た
。

広
聴
会
や
住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
は
多
く
の
疑
問

の
声
が
あ
り
、
酷
い
結
果
で
あ
る
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
保
護
者
の
総
意
と
捉
え
進
め
る
と

あ
る
が
、
光
山
小
、
川
角
中
の
保
護

者
及
び
未
就
学
児
保
護
者
の
理
解
で

き
る
と
の
回
答
は
圧
倒
的
に
低
い
。

私
は
、
県
内
事
例
等
か
ら
も
児
童

数
１
０
０
人
が
学
校
統
廃
合
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
と
主
張
し
、
拙
速
な

統
廃
合
計
画
に
反
対
し
て
き
た
。

本
町
が
力
を
入
れ
る
べ
き
は
、
不

名
誉
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体

か
ら
の
脱
却
や
県
内
市
町
村
統
計
上

の
町
の
現
状
を
一
刻
も
早
く
改
善
し
、

費
用
対
効
果
と
施
策
の
優
先
順
位
を

守
り
な
が
ら
教
育
行
政
の
最
大
の
責

務
と
な
っ
て
い
る
基
礎
学
力
向
上
や

不
登
校
・
い
じ
め
を
無
く
す
こ
と
で

あ
る
。
将
来
的
に
は
統
廃
合
が
必
要

な
こ
と
は
誰
し
も
認
め
て
い
る
が
、

今
後
の
財
政
見
通
し
や
町
づ
く
り
方

針
の
観
点
に
立
ち
、
住
民
合
意
を
図

り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
。

町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
回
の
選

挙
に
お
い
て
、
一
度
も
学
校
統
廃
合

を
公
約
に
掲
げ
て
お
ら
ず
、
広
報
等

で
の
説
明
も
一
切
な
い
。姑
息
で
あ
る
。

文
科
省
関
係
資
料
等
で
は
、
少
人

数
学
級
の
方
が
児
童
生
徒
、
教

員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
で
あ
り
、

小
学
校
が
無
く
な
る
こ
と
で
住

民
の
流
出
を
招
き
、
地
域
の
衰

退
を
招
く
と
の
指
摘
が
あ
る
。

莫
大
な
財
源
を
投
入
し
、
令
和

１１
年
度
、
１３
年
度
に
、
小
・
中

学
校
の
統
廃
合
を
行
う
理
由
と

明
確
な
根
拠
は
何
か
。

答

編
成
計
画
に
よ
り
小
中
一

貫
教
育
を
充
実
さ
せ
、
両
中
学

校
区
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
う
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
保
護
者
の
総

意
と
捉
え
計
画
を
推
進
す
る
。

交通の便が悪く老朽化した山根荘

泉
野
小
学
校
跡
地
に
山
根
荘
の
移
設
を
�

答
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
も
検
討

佐島 啓晋

今後の財政運営に多大な影響を及ぼす学校編成計画

メ
リ
ッ
ト
・
合
意
形
成
・
財
源
学
校
統
廃
合
計
画
に
疑
問

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
保
護
者
の
総
意
と
捉
え
推
進
す
る

長瀬 衛
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問

全
て
の
事
業
主
は
、
一
定
割
合

以
上
の
対
象
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
民
間

企
業
の
法
定
雇
用
率
２.７
％
で
公
務
部

門
は
３.０
％
以
上
の
法
定
雇
用
率
と
な

っ
て
い
る
が
、
毛
呂
山
町
役
場
に
お

け
る
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
、

現
状
・
課
題
と
取
組
み
を
伺
う
。

答

本
町
の
現
在
の
雇
用
状
況
は
未

達
成
で
あ
り
、
募
集
に
繋
が
り
に
く

い
の
が
現
状
だ
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

就
労
支
援
機
関
と
の
連
携
、
障
害
者

専
門
の
求
人
サ
イ
ト
の
活
用
な
ど
、

求
人
情
報
の
発
信
の
強
化
に
努
め
る
。

問

現
在
、
町
の
職
員
数
に
対
し
て

法
定
雇
用
率
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

何
人
の
雇
用
が
必
要
な
の
か
伺
う
。

答

２
名
の
採
用
が
必
要
と
な
る
。

問

鶴
ヶ
島
市
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
オ
フ
ィ
ス
障
害
者
雇
用
職
員
募

集
」
と
い
う
会
計
年
度
任
用
職
員
の

募
集
を
２
０
２
６
年
度
に
新
設
を
し

て
、
新
た
な
取
組
が
開
始
さ
れ
る
よ

う
だ
が
本
町
の
お
考
え
は
如
何
か
。

答

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
親
は
、

子
ど
も
が
職
に
就
き
、
自
立
し
て
生

活
が
で
き
親
な
き
後
の
生
活
基
盤
を

持
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
将
来
的
な

不
安
が
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
町
の
方
針
を
伺
う
。

答

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
実
効
性
の
あ
る
取
組
方
針

の
策
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問

猛
暑
の
中
、
生
徒
が
持
参

す
る
水
筒
の
中
身
が
空
に
な
る

話
を
聞
く
。
子
ど
も
達
の
健
康

管
理
や
教
育
環
境
の
充
実
に
ウ

ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
導
入
が

効
果
的
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

答

安
全
に
使
用
管
理
し
、
課

題
等
も
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

問

総
合
公
園
内
の
花
蓮
は
決

し
て
綺
麗
な
状
況
で
は
な
い
。

今
後
の
対
策
と
対
応
を
伺
う
。

答

効
果
的
な
維
持
管
理
手
法

の
検
討
と
環
境
整
備
に
努
め
る
。

問

熊
本
地
震
で
は
断
水
状
態
の
長

期
化
が
、
深
刻
な
状
態
に
な
っ
た
。

本
町
で
は
災
害
に
よ
る
断
水
時
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
で
き

る
訓
練
や
研
修
の
実
施
は
。

答

災
害
で
断
水
が
発
生
し
た
場
合
、

迅
速
な
応
急
給
水
が
図
れ
る
よ
う
、

緊
急
連
絡
網
の
連
絡
先
は
随
時
更
新
。

熊
本
地
震
の
よ
う
な
長
期
に
亘
る
断

水
を
未
然
に
防
ぎ
、
万
が
一
発
生
し

た
場
合
も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
平
常
時
の
準
備

や
訓
練
を
継
続
発
展
さ
せ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
有
効
性
を
検
証
し
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
水
道
事
業
体
制
の
構
築

に
努
め
て
参
る
。

問

熊
本
地
震
の
報
道
で
、
断
水
時

に
給
水
所
に
持
参
す
る
容
器
が
無
く
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
給
水
所
に
来
た

が
、
家
に
帰
る
前
に
零
れ
て
半
分
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ご
家
庭
が
あ
っ
た
。

本
町
で
も
給
水
に
困
る
家
庭
が
あ
る

と
考
え
る
。
備
蓄
用
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ

ッ
グ
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

答

と
て
も
良
い
提
案
だ
と
思
う
。

毛
呂
山
町
に
は
１
万
４
０
０
０
件
ほ

ど
あ
る
。
金
額
の
関
係
も
あ
る
た
め

財
政
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

書
か
な
い
窓
口

問

今
年
度
か
ら
「
書
か
な
い
窓

口
」
を
導
入
し
非
常
に
期
待
を
し
て

い
る
が
、
利
用
割
合
が
低
い
理

由
や
要
因
は
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

答

周
知
・
Ｐ
Ｒ
不
足
が
あ
る
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
手
続
き
の

性
質
も
影
響
。
今
後
さ
ら
に
関

係
課
で
情
報
共
有
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
不

安
の
払
拭
へ
の
対
応
は
。

答

シ
ス
テ
ム
内
や
端
末
に
個

人
情
報
が
保
存
・
蓄
積
さ
れ
る

こ
と
は
一
切
無
い
。
窓
口
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
丁
寧
に
説
明

し
、
皆
様
に
安
心
し
て
利
用
頂

け
る
よ
う
努
め
て
参
る
。

ホームぺージに公表の「障害者活躍推進計画」

障
害
者
が
活
躍
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

答
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進

千葉三津子

給水所への容器は基本的に個人で用意して持参。備蓄が大事�

備
蓄
用
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
グ
の
全
戸
配
布
を

答

財
源
を
考
慮
し
検
討
す
る

荒木かおる
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問

仮
に
自
治
会
が
解
散
し
た
場
合

に
、
各
個
人
に
ど
の
よ
う
な
事
が
身

に
降
り
か
か
っ
て
く
る
の
か
、
自
治

会
の
存
続
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

答

自
治
会
の
存
続
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
身
近
な
ご
み
集
積
所

の
維
持
管
理
、
災
害
時
に
お
け
る
安

否
確
認
や
避
難
誘
導
、
防
災
・
防
犯

活
動
な
ど
、
地
域
が
担
っ
て
き
た
機

能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

問

自
治
運
営
に
大
き
く
関
わ
る
空

き
家
問
題
に
対
し
て
今
後
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
事
は
あ
る
の
か
。

答

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る
制
度

や
町
で
実
施
し
て
い
る
各
種
補
助
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

広
報
活
動
に
努
め
る
。

問

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
、
坂
戸
市

や
鶴
ヶ
島
市
で
は
、
限
定
で
は
あ
る

が
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
に
対
し
て

対
応
を
し
て
い
る
中
、
な
ぜ
毛
呂
山

町
は
出
来
な
い
の
か
。

答

今
後
、
ど
の
対
象
者
に
、
ど
の

よ
う
な
要
件
で
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
か
、
他
の
自
治
体
を
参
考
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
る
。

学
校
統
廃
合

問

廃
校
す
る
校
舎
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
６
月
以
降
の
進
捗
は
。

答

去
る
７
月
１４
日
に
職
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
学
校
施
設
利
活
用
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
具
体
化
に
向
け

た
実
務
的
な
検
討
段
階
へ
と
移

行
し
た
。

問

過
去
か
ら
学
力
が
上
が
ら

な
い
要
因
と
不
登
校
が
増
加
し

て
い
る
そ
も
そ
も
の
原
因
は
何

と
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

学
力
に
つ
い
て
は
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
及
び
定
着
が
不
足
し
て
い

る
児
童
生
徒
が
多
い
事
、
不
登

校
に
対
し
て
は
、
原
因
を
特
定

す
る
事
は
困
難
だ
が
、
学
校
生

活
へ
の
不
安
、
生
活
リ
ズ
ム
の

乱
れ
、
家
庭
生
活
に
係
る
問
題
、

友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
等
が

挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
注
力

し
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
示

し
、
そ
れ
に
賛
同
し
て
く
れ
る
法
人

に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
た
方
が
確
度

が
上
が
る
。
例
え
ば
保
育
園
に
お
む

つ
サ
ブ
ス
ク
を
導
入
し
た
い
�
な
ど

町
が
具
体
的
に
示
し
、
賛
同
企
業
を

募
る
べ
き
で
は
。

答

今
後
は
、
企
業
側
が
ど
の
よ
う

な
事
業
展
開
や
寄
附
の
活
用
を
期
待

し
て
い
る
か
意
向
を
確
認
し
て
い
く
。

問

Ｇ
Ｃ
Ｆ
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
の
活
用
が
我

が
町
で
は
乏
し
い
。
過
去
の
採
択
事

業
に
て
町
に
明
確
に
利
益
を
も
た
ら

し
た
事
業
は
あ
る
の
か
。

答

Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
達
成
し
て
い
る
。

問

Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
も
っ
と
大
き
な
課
題

解
決
の
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
合
計
特
殊
出
生
率
全
国
ワ
ー

ス
ト
５
位
、
大
反
省
の
毛
呂
山
町
が

全
力
で
少
子
化
対
策
を
行
い
ま
す
�

東
京
に
飛
ぶ
花
粉
を
減
ら
し
ま
す
�

都
心
ま
で
約
５０
キ
ロ
の
毛
呂
山
町
が

無
花
粉
杉
に
植
え
替
え
ま
す
�
な
ど
、

具
体
的
か
つ
話
題
性
に
富
ん
だ
内
容

で
募
集
を
行
え
ば
、
町
の
認
知
も
さ

れ
、
寄
附
が
集
ま
る
と
考
え
る
。
な

ぜ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
の
か
。

答

町
が
直
接
行
う
事
業
は
事
業
規

模
の
調
整
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

問

若
年
層
の
人
口
流
出
は
止
ま
ら

な
い
。
町
か
ら
若
者
が
出
て
い

く
こ
と
は
残
念
だ
が
、
一
方
そ

の
挑
戦
を
応
援
す
べ
き
こ
と
で

も
あ
る
。
転
出
抑
制
は
当
然
大

切
で
あ
る
が
転
出
抑
制
だ
け
で

は
な
く
、
転
入
に
も
力
を
い
れ

な
け
れ
ば
人
口
減
少
の
流
れ
は

大
き
く
変
え
ら
れ
な
い
。
町
の

考
え
は
。

答

町
外
の
方
が
移
住
の
際
に

毛
呂
山
町
を
選
択
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
強
力
な
施
策
が
必
要

な
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る

が
、
財
源
の
問
題
が
あ
る
。

更
な
る
検
討
を
行
う
。

今、見直すべき自治会運営のあり方

毛
呂
山
町
に
お
け
る
行
政
区
の
課
題
は

答
役
員
の
な
り
手
不
足
と
自
治
会
加
入
者
の
減
少

佐藤 秀樹

若者は流出。転入超過にならなければ超高齢社会が加速する

さ
ら
な
る
自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
施
策
は

答

若
者
世
代
の
転
出
を
抑
制
す
る

中村 奨平
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問

学
校
統
廃
合
計
画
の
財
源
の
ゆ

と
り
は
あ
る
か
。

答

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
人

口
減
少
の
影
響
等
に
よ
り
、
本
町
の

財
政
状
況
は
今
後
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
財

源
に
つ
い
て
は
予
算
自
体
は
編
成
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
後
年
度

の
公
債
費
負
担
に
つ
い
て
当
然
に
慎

重
な
判
断
が
必
要
に
な
る
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
大
型
事
業
を
実
施
す

る
場
合
に
は
、
何
か
を
我
慢
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

財
政
運
営
と
し
て
「
選
択
と
集
中
」

の
考
え
方
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

何
よ
り
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

継
続
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
。

問

不
登
校
の
人
数
を
伺
う
。

答

令
和
７
年
度
、
小
学
校
２７
人
、

中
学
校
４２
人
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

問

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
、
も
ろ

バ
ス
の
並
行
実
施
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答

超
高
齢
社
会
の
中
で
、
住
民
の

移
動
利
便
性
の
更
な
る
向
上
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
本
町
に

適
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

地
震
災
害
等
の
対
策

問

熊
本
地
震
の
際
、
ト
イ
レ
カ
ー

を
活
用
し
た
か
。
ま
た
災
害
対

策
備
品
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
時
点
で
は
町
に
派
遣
要

請
は
な
い
。
災
害
対
策
備
品
の

現
状
は
、
備
蓄
庫
や
避
難
所
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
８０
台
、
毛

布
８
１
０
枚
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
３
０
０
基
、
ア
ル
フ
ァ
米
１

８
０
０
食
、
レ
ト
ル
ト
米
４
９

０
０
食
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
３
６
０

０
食
、
お
か
ゆ
１
５
０
０
食
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
５
０
０
㎖
９
５

０
０
本
。

問

流
鏑
馬
祭
の
継
承
を
取
り
巻
く

課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答

少
子
化
に
加
え
、
協
賛
金
の
減

少
、
祭
馬
の
借
入
れ
や
乗
馬
訓
練
、

人
件
費
な
ど
の
経
費
高
騰
が
行
事
に

影
響
し
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
認
識
し
て
い
る
。

問

物
価
高
騰
や
協
賛
金
減
少
で
運

営
負
担
が
増
す
中
、
町
独
自
の
補
助

制
度
の
創
設
や
既
存
の
伝
統
文
化
継

承
費
の
増
額
な
ど
、
直
接
的
な
財
政

支
援
を
検
討
し
て
は
。

答

町
独
自
の
新
た
な
補
助
制
度
の

創
設
や
補
助
額
の
一
律
増
額
は
、
財

源
や
他
の
伝
統
行
事
・
地
域
活
動
と

の
公
平
性
を
考
慮
す
る
と
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
る
。
今
後
は
、
観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
や
広
報
へ
の

協
力
、
国
・
県
・
民
間
の
助
成
制
度

の
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
、
継
承
を

支
援
す
る
。

問

流
鏑
馬
祭
を
町
全
体
の
祭
り
と

し
て
盛
り
上
げ
る
た
め
、
協
賛
会
の

機
能
強
化
や
観
覧
席
の
整
備
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
、
産
業
祭
と
の
合

同
開
催
な
ど
、
運
営
や
観
光
面
で
の

改
革
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

答

流
鏑
馬
祭
は
町
の
祭
り
と
し
て

捉
え
て
い
る
一
方
、
地
域
に
よ
っ
て

受
け
止
め
方
に
違
い
が
あ
る
。
保
存

会
や
当
番
区
、
協
賛
会
な
ど
関
係
者

が
集
ま
り
流
鏑
馬
祭
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問

流
鏑
馬
の
文
化
的
価
値
を

高
め
る
た
め
に
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
へ
の
指
定
や
日

本
遺
産
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
、
町

民
の
誇
り
や
継
承
に
つ
な
げ
る

考
え
は
。

答

国
指
定
文
化
財
を
目
指
す

取
組
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
「
毛
呂
山
歴
史
ロ
マ
ン
ス

ト
ー
リ
ー
化
事
業
」
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
枠
組
を
日
本
遺
産

へ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
発
展
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

持続可能な町を持続不可能にしないで�

学
校
統
廃
合
に
お
け
る
財
源
は
あ
る
か

答
「
選
択
と
集
中
」の
考
え
方
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

小野 浩

町の誇りを次世代に、残すから輝かせるへ

流
鏑
馬
祭
の
継
承
・
活
性
化
へ
支
援
を
�

答
国
指
定
文
化
財
登
録
は
必
要
と
考
え
る

下田 泰章
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問

本
町
は
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自

治
体
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
将
来
に

わ
た
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
選
択
と
集
中
が
不

可
欠
だ
が
。

答

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
想

定
さ
れ
る
た
め
選
択
と
集
中
は
不
可

欠
だ
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

問

近
年
、
迷
走
し
た
庁
舎
外
壁
改

修
工
事
や
川
角
駅
周
辺
整
備
事
業
、

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
な
ど
ハ
ー

ド
面
に
特
化
し
て
い
る
が
。

答

過
去
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た

事
業
に
取
組
ん
だ
結
果
と
考
え
る
。

問

未
来
に
向
け
て
町
の
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
町
民

憲
章
を
踏
ま
え
た
自
然
豊
か
な
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
タ
ウ
ン
を
目
指
す
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答

し
っ
か
り
と
進
め
て
行
く
。

学
校
統
合
問
題

問

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
学
力
が
向
上

す
る
根
拠
を
伺
う
。

答

根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問

学
校
統
合
は
今
後
の
出
生
数
や

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
を
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
だ
が
。

答

編
成
計
画
策
定
時
に
推
計
し
て

い
る
。

問

令
和
８
年
度
の
川
中
区
の
出
生

数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答

今
年
度
は
ま
だ
把
握
し
て

い
な
い
。

問

新
築
校
舎
は
各
学
年
３５
人

学
級
で
２
ク
ラ
ス
を
予
定
し
て

い
る
。
今
年
度
の
出
生
数
を
学

区
毎
に
分
析
す
る
と
、
今
後
川

中
区
は
一
学
年
で
３５
人
を
下
回

る
可
能
性
が
高
い
が
。

答

新
築
校
舎
は
２
ク
ラ
ス
確

保
を
前
提
で
考
え
て
い
る
。

問

少
人
数
を
解
消
す
る
た
め

に
一
体
型
と
い
う
が
、
現
在
の

出
生
数
を
見
て
も
少
子
化
の
進

行
は
凄
ま
じ
い
。
有
識
者
を
踏

ま
え
て
再
度
検
討
が
必
要
で
は
。

答

編
成
計
画
を
進
め
て
い
く
。

問

８
月
２３
日
に
行
わ
れ
た
小
・
中

学
校
編
成
計
画
に
関
す
る
住
民
説
明

会
に
私
は
参
加
対
象
に
児
童
・
生
徒

の
参
加
と
質
問
・
意
見
表
明
を
確
保

す
べ
く
、
教
育
委
員
会
に
そ
の
可
否

を
求
め
た
。

「
当
然
な
が
ら
小
学
生
も
中
学
生

も
毛
呂
山
町
の
住
民
で
あ
り
参
加
・

質
問
は
認
め
る
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

改
め
て
、
高
く
評
価
す
る
。

次
に
２３
日
の
住
民
説
明
会
の
町
の

評
価
・
受
止
め
を
質
し
た
所
「
現
在

集
計
中
で
答
弁
は
控
え
る
」
と
の
答

弁
。
こ
れ
で
は
議
論
に
な
ら
な
い
。

答

現
在
、
議
事
録
を
作
成
す
る
た

め
音
声
を
文
章
化
。
質
疑
か
意
見
な

の
か
、
意
見
も
飛
び
交
い
文
章
整
理

も
必
要
で
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

問

町
は
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
い
る
。

学
校
編
成
計
画
は
示
さ
れ
た
が
約
１４

億
円
だ
っ
た
総
工
費
が
約
２９
億
円
に

膨
れ
上
が
り
こ
の
財
源
を
ど
う
生
み

出
す
か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

で
は
住
民
の
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
。

何
で
、
こ
ん
な
説
明
し
か
で
き
な

い
の
か
。
こ
の
事
態
は
予
想
さ
れ
た

は
ず
、
ま
す
ま
す
住
民
合
意
は
遠
の

い
て
い
る
。
今
の
町
の
姿
勢
で
は
、

住
民
説
明
会
は
成
立
し
て
い
な
い
�

答

今
回
の
一
部
改
訂
は
５
点
で
、

そ
の
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

丁
寧
な
説
明
を
す
る
。

問

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
ま
だ
住
民
に
は
今
回
の

学
校
編
成
計
画
の
一
部
編
成
計

画
は
示
さ
れ
た
が
重
要
な
財
源

は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
町
は
い
つ
ど
の
よ
う

な
形
で
毛
呂
山
町
民
に
財
源
の

在
り
方
を
提
示
す
る
の
か
。
明

確
に
お
聞
き
す
る
。

答

約
２９
億
円
に
及
ぶ
財
源
の

財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
が

町
と
教
育
委
員
会
と
の
充
分
な

意
見
交
換
も
含
め
、
い
つ
表
明

で
き
る
か
検
討
す
る
。

将来に向けて、町の価値を創造していくべき�

今
後
、
町
が
選
択
す
べ
き
政
策
は
�

答
少
子
化
対
策
と
高
齢
化
対
策
が
最
優
先

堀江 快治

丁寧な住民説明を求める

学
校
統
廃
合
で
、住
民
説
明
会
に
な
ら
ず
�

答

い
つ
、
表
明
で
き
る
か
検
討
す
る

岡野 勉

― 12 ―



問

毛
呂
山
町
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
１０
年

に
な
る
が
、町
の
空
き
家
の
現
況
は
。

答

令
和
５
年
の
住
宅
土
地
統
計
調

査
の
結
果
で
は
平
成
３０
年
の
調
査
結

果
と
比
較
し
２.２
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
る
。

問

特
定
空
き
家
と
は
ど
の
よ
う
な

空
き
家
で
、
毛
呂
山
町
に
は
、
何
件

あ
る
の
か
。

答

特
定
空
き
家
と
は
そ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
倒
壊
等
の
恐
れ
や
、
景
観

を
損
な
っ
て
状
態
等
、
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
な
状
態
と
認
め
ら
れ
る

空
き
家
を
言
う
。
町
に
は
６
件
あ
る
。

問

特
定
空
き
家
と
し
て
町
か
ら
勧

告
を
受
け
る
と
、
固
定
資
産
税
の
減

免
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
、
町
で

は
勧
告
し
て
い
る
の
か
。

答

現
在
は
助
言
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
勧
告
は
し
て
い
な
い
。

消
費
税
減
税
に
よ
る
町
へ
の
影
響
は

問

政
府
は
臨
時
閣
議
で
来
年
４
月

２
年
間
に
限
り
食
料
品
の
消
費
税
を

１
％
に
下
げ
る
方
針
が
決
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
町
の
財
政
運
営
に
は
ど

の
様
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

答

町
へ
の
影
響
額
は
地
方
消
費
税

交
付
金
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
て

１
億
３
千
４
百
万
円
の
減
収
と
試
算

し
て
い
る
。

問

消
費
税
は
社
会
保
障
の
財
源
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
町

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
に
充
当
し
て
い
る
の
か
。

答

介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給

付
費
や
障
害
児
通
所
給
付
費
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
安
定
基

盤
負
担
金
、
児
童
手
当
負
担
金

等
で
あ
る
。

問

消
費
税
が
減
税
さ
れ
た
場

合
、
町
で
は
そ
の
よ
う
な
事
業

を
削
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答

社
会
保
障
と
は
社
会
生
活

に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

町
行
政
の
最
も
重
要
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
施
策
で
あ
る
。

問

段
階
的
に
経
費
率
６
割
ル
ー
ル

へ
の
移
行
、
高
所
得
者
の
控
除
上
限

額
に
一
定
の
制
限
が
か
か
る
な
ど
国

に
よ
る
制
度
改
正
が
相
次
い
で
い
る
。

本
町
で
は
体
験
型
の
返
礼
品
が
好
調

で
リ
ピ
ー
ト
利
用
や
地
域
振
興
へ
の

効
果
も
期
待
で
き
今
後
の
体
験
型
商

材
を
ど
の
よ
う
に
税
収
確
保
と
し
て

寄
付
額
増
に
繋
げ
て
い
く
の
か
。

答

主
力
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
電
子
商

品
券
は
制
度
の
周
知
は
ゴ
ル
フ
利
用

者
に
届
き
き
っ
て
お
ら
ず
開
拓
の
余

地
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
よ
り

積
極
的
に
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

問

ゴ
ル
フ
場
以
外
の
体
験
型
商
材

の
寄
付
額
状
況
は
ど
う
か
。

答

ゆ
ず
の
里
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
施
設
利
用
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
サ
イ
ト

経
由
で
展
開
中
、
年
間
数
件
の
申
込

で
あ
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
場
で
の
現
地
決
済
型
や
電
子

商
品
券
の
成
功
事
例
を
参
考
に
し
て

い
く
。
寄
付
者
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
仕
組
み
へ
と
改
善
し
寄
付
額
増
に

つ
な
げ
て
い
く
。

問

通
常
の
返
礼
品
と
体
験
型
商
材

の
新
商
品
開
発
の
今
後
の
展
開
は
。

答

本
町
の
主
要
な
返
礼
品
で
あ
っ

た
人
間
ド
ッ
ク
が
国
の
基
準
見
直
し

に
伴
い
取
り
扱
い
が
出
来
な
く
な
り

従
前
の
返
礼
品
に
お
け
る
新
商
材
の

開
拓
は
必
須
事
項
に
な
り
体
験
型
商

材
の
充
実
は
強
化
し
つ
つ
今
後

も
、
も
ろ
や
ま
創
成
舎
と
連
携

し
て
町
内
事
業
者
に
も
協
力
を

仰
ぎ
新
商
材
開
発
と
持
続
可
能

な
寄
付
額
増
税
策
を
模
索
し
て

い
く
。

特
殊
詐
欺
防
止
策

問

警
視
庁
や
埼
玉
県
警
で
は

特
殊
詐
欺
防
止
ア
プ
リ
の
導
入

を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
町
内

の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況
は
。

答

今
年
１
月
か
ら
８
月
で
７

件
、
被
害
額
は
約
１
４
０
０
万

円
。
今
後
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
等
で
町
民
に
周
知
徹

底
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

町には特定空き家が６件存在する

町
の
空
き
家
の
現
況
は

答
住
宅
土
地
統
計
調
査
で
は
若
干
減
少
し
て
い
る

髙橋 達夫

まだまだ伸びしろがある、ふるさと納税

ふ
る
さ
と
納
税
は
財
源
確
保
の
大
き
な
柱

毛呂山町のふるさと納税寄付額の推移

答
持
続
可
能
な
寄
付
額
増
を
模
索
し
て
い
く

澤田 巌
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委
員
長

下
田

泰
章

副
委
員
長

中
村

奨
平

委

員

佐
島

啓
晋

〃

小
野

浩

〃

佐
藤

秀
樹

〃

荒
木
か
お
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
議
長
）
平
野

隆

秋
も
深
ま
り
、
流
鏑
馬
祭
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
長
く
受
け
継

が
れ
て
き
た
流
鏑
馬
は
、
毛
呂
山

町
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
で
あ
り
、

地
域
の
絆
を
育
む
大
切
な
財
産
で

す
。
一
方
、
自
治
会
で
も
役
員
の

担
い
手
不
足
や
加
入
率
の
低
下
な

ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
維
持
す

る
難
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
変
化
の
中
、
伝
統
や
地
域

の
つ
な
が
り
を
次
世
代
へ
ど
う
つ

な
い
で
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
議
会
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
大
切
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題

に
向
き
合
い
、
流
鏑
馬
の
一
矢
の

よ
う
に
的
を
外
さ
ぬ
議
論
を
重
ね
、

町
の
未
来
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

下
田

泰
章

編
集
委
員

傍 聴 席
9月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数
9月 1日（火） 0名
9月 2日（水） 16名
9月 3日（木） 29名
9月 4日（金） 11名
9月 7日（月） 2名
9月17日（木） 5名
合　　計 63名

●議案の審議結果（９月定例会） ○は賛成　×は反対　討は討論　議は議長

議員名
議案

中
村
奨
平

佐
島
啓
晋

小
野

浩

下
田
泰
章

澤
田

巌

佐
藤
秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

岡
野

勉

小
峰
明
雄

髙
橋
達
夫

長
瀬

衛

堀
江
快
治

平
野

隆

審
議
結
果

決算
認定

一般会計 × × × × ×× × × ×
討 ××××× ×

討
×
討 不 認 定議

国民健康保険特別会計 ○ 退
席

×
討 認　　定議○○○○○○○○○○

水道事業・農業集落排水事業・介護保険特別会計・後期高齢
者医療特別会計 認　　定議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

剰余金 水道事業会計未処分利益剰余金の処分・農業集落排水事業会
計未処分利益剰余金の処分 原案可決議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

一部
改正

重度心身障害者医療費支給に関する条例及びこども医療費支
給に関する条例 原案可決議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

補正
予算

一般会計（第２号）・国民健康保険特別会計（第１号）・介護
保険特別会計（第１号）・後期高齢者医療特別会計（第１号） 原案可決議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

協定
締結 原案可決議○○○○○○○○越生線第55号踏切道拡幅改良工事の実施についての協定 ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

財産
取得 小学生用学習タブレット端末 原案可決議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

人事 教育委員会委員の任命 同　　意議○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

請願 一般廃棄物排出環境の確保及びごみ集積所の適正運用を求め
る請願 生活福祉常任委員会へ付託 閉会中の

継続審査

撤回 議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 撤回を許可

発議

建設資材供給不安の解消並びに中小建設事業者への支援を求
める意見書の提出について ×××××○○× ○

討 否　　決議×○××

原案可決議○○○○○○○○○○○○○職員の不祥事に係る早期報告及び再発防止を求める決議

教
育
委
員
会
委
員

五
十
嵐

禎
幸

氏

毛
呂
山
町
大
字
長
瀬

昭
和
52
年
６
月
生

人

事

表

彰

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
議
員

有
功
表
彰
（
在
職
18
年
）

小
峰

明
雄

議
員

毛
呂
山
町
議
会
議
員
互
助
会
よ

り
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
被

災
地
で
あ
る
熊
本
県
益
城
町
へ

災
害
義
援
金
10
万
円
を
送
付
い

た
し
ま
し
た
。
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